





























































































































hni/3 = hDHO +ω1". s + v//(l"l" -(1"1勺N) (2.1) 
ただし、 hDHOは変斉須司和振動子模型のハミノレトニアンである。

































































? ?ィ? (2.10) 
という量となると予想できる。この量は、軸対称の調和振動子模型の場合は変形度8o$Cを用いて、
みom=;AMR2(1+シO$C) (2.11) 




















































h(ωrot) I仇(ωrot)= (ho -hωro山)I仇(ωrot)=ω(ω川)I仇(ωrot) (2.13) 
これに対して、原子核の準位密度91および角運動量密度92を次のように定義することが出来る。
91(い rot)= L 5(e -ek(ωrot) 




iI! (e， Wrot) = Jρdel叫州々1γIf( e'六
h似仇(ω…Oωt) = J de' f(e' (2.15) 
で定義する。但し、 fは原点でピークを持ち、遠方でOになるなめらかな倒菊数で、通常はGauss関数を使
う。また、この平均的な準位密度に対する Fermi面入は
J>' I1 (e， wrot)de = N (ωP戸抑問凶a紅制山.r此吋t (2.16) 
から決定する。これによって、平均的な全RouthianR(ωrot)及び、平均的な角運動量I(ωγot)、慣性能率
ゴ(ωrot)が決定できる。













































αμ = 2:'(Uμidi + VjjidI) 
勺=玄'(U jlidi + Vjlid!) 
ただし、演算子(di，di)は核子の演算子(Ci，C~) と
di = (ci + ci)/♂ 
di = (ci -Ci) / vi 
という関係にある。その結果、式(2.24)で定義された準粒子演算子は、
e一何}:rαμeS宵}:r _ α μ 









玄{ω 一入di'ー ルrot()1 )i' Uρ+A6tttb}=EμUμt 
i'>O 
玄{ω -:Adi'一九ot()1)石，Vji + d.diιi} =-EμVji 
i'>O 
及びsignaturer=+iのパート









































H=ZEAαμ+玄Ep仇 -jzd+)(昨))2- ~ L心川
fこfご、し、
AY)= 乞{R~+) (μ)Atii +め+)牟(ρ)Aμ}
μν 











とし、 L"'はシグネチャ+の量に対しては乞μpを、シクeネチャーの量に対しては、 2μν 匂表すものとする。
13 
また、 RPAという添え字はきは佐位相近似の範囲内で計算を行うことを表す。言lMt位相近似方程式は、
t~:I:)(ω)= 玄 S3)(ω)t~~)(ω) (2.40) 
という形に変換できる。ただしらは
t~土)(ω) = [R~土) 1 XA:I)↑]RPA (2.41) 
で与えられ、また
"'" 11 ( RT)牢 (αß)R~=:=)(αグ) め土)(μ)R7)牢(αs)s(5)(ω)=~III{ 
27Ed-hω Eo:s +ル
(2.42) 





























ゃ (01R~ las) (叫ん10)I (Ol Oρlas) (asI Rt 10) 




S = (1ー κSO)-lS0 (2.49) 












ん=LC，山 k入κ (2.51) 
を満たす行列Cか存在する。このCを用いて、応答関数Sを

















































A 4 4 A A 
H=乞{古p2+jMω6r"2}i-2: XAK (2: Q~k(i)) (2: Q~K(j)) (2.57) 
入K
ただし、 Q1klま次のような重である。
I A ¥ 
eJ1K三 Q1K-( 2:Q~K(i) ) 
(2.58) 






ω)0 = 1 Qρo(r)dr三lQρo(r")dr" 
このハミルトニアン (2.57)に対応する Hartree場は
V(r)三 V(r勺==Vo(r勺+8V(r勺




























シャル%における変位rlJ→ rl+ 8rl によって達成されると仮定しよう。すなわち、
Vo(r勺→ V(r勺=~Mw6{(x~ + 8x~)2 + (x~ + 8x~)2 + (x~ + 8x~)2} 
2 
三 Vo(r勺+8V).J( (2.66) 
8~公J( (r勺 =Md(21621+216212;64)=-X入Kα入KQik
このような変位は
1 χ入Kα入J(1_11 r..1J 6TH=-M4Xマ Q~J( (2.67) 
となる。この変位によって密度分布は、
1¥ 1__1/¥ X).Kα入/(1ふ OMM1
8p)./( = (8rl ム)州 )=-Mω;xLEZ7{五ずρ川) (2.68) 
という変化を受ける。式(2.64)及び(2.68)より、
山 =225〈ムH(QiKQiL〉。 (2.69) 
が成立する。ここで、
ω山:K = 子十ト1+(一→-)1l ( 2竺と巳叫L江己叫土斗均!?伽 ω川仰刷川川!怜川附州入川刈州0的山)(A油A





(1) _ 2入(2入+1)-/(1+1)g入](- 2入(2入+1) 




χ入K=4d~õ(~!+j-)l(牛~) 1 /29 ¥/1( (r 2入-2 PI) 1 ) J -1 





+占的K2- 67) + 72)山川一¥ (2.74) 
というかたちになる。
ここで注意を要するのは、様々な入Kの変位を同時に考える際には、式(2.69)においては、 6ρ入Kの代















































(212)=(zf)=(212) ( 4.1) 
ま生成・消滅演算子を用いて、






Nshel = 7の準位まで占有している原子核は、 N = Z=80となり実際の Dy-Gd領域の超変形回転バン
ドの場合と比較するのに適切であり、その場合の結果を議論する。
調和振動子模型で‘の二重伸延座標系で、の八重極演算子によって励起される粒子空孔エネルギーは、 表1
に示されている値をとる。(AppendixA参照) 2:1変形では、 ω上 =2ω3で、あるから、 K=1モードは
Oエネルギーの殴躍が存在 し得ることになるO これは、 二重閉殻核ではパウリ効果のため禁止されているが、
それ以外の核では、八重極方向への不安定性をもたらす。
二重閉殻での、それぞれの励起エネルギーの粒子空子l励起がもっ二重伸延座標系での八重極強度





1ω3 Li(ωJ) l(iIQ3010)12 I 3ω3 Li(3ωJ) I (ilQ3010)1
2 
~ ^ +ーχ30ω;-ω2 9ω;-ω2 
+5ω3 Li(5ωJ) 1 ( i 1 Q 30I 0)1 2 
25ω;-ω2 
1 2ω3 Li(2ω3)|(tlQ3010)|24ω3 Li(州)I ( i I Q 3010)I 2 
ー+ーχ31 4ω;-ω2 16ω;ー ω2
+6ω3 Li(6ω3)|(t|Q刈0)12 (4.3) 
36ω;-ω2 
1ω3 Li(ω3)|(tlQ3210)123ω3 Li(3ωJ) 1 (ilQ3210)12 
ー+ーχ32ω;-ω2 9ω;-ω2 
+5ω3 Li(5ωJ) 1(iIQ3210)12 
25ω;-ω2 
1 2ω3 Li(2ωJ) l(iIQ3310)12 I 6ω3 Li(6同)1 (ilQ3310)12 
畠+ーχ3 4ω;-ω2 36ω;-ω2 
これらの方程式は、次の形に帰着できる。
2ω~ _ _. _ _， 6ω2 
40(Nt + 6N p + 10) = 3(3Nt + 18N p + 19) っ 3っ+5(3Nt + 18Np + 23)ハ;つ
ω3-ω“ Yω3-ω“ 
， _ _. 、 10ω2
+ 15(Nι+ 6N p + 17) _ _ -~ --，) ^ for K=O mode \~'1'. I ~~'r I ~'J25ω;-ω2 
4ω2 
40(N;+6NF+11)=2(11NZ+66NF-37)3+16(N2+6NF+13)8ω; 4ω;-ω2 ' -，-.r ' -_..1.: ' --'16ω3-ω 
，-_ _. 、 12ω2
+ 2(3Nι+ 18N p + 59) _ _ -~-- ，) ^ for K=1 mode \~~'1' . I ~>J ~'r I V'v J36ω;-ω2 
ω(Nt+叫+問=川Np+ 7)(Np -1) ，2w3っ+5(3Nt +附 p+ 19)ハ ?ω; つ
ω 
ω5一ω台 yωi一ωa
，勺、 10ω2+25(N~+6Np+17)__-~ -- ，) 
^ forK=2mode ¥ ~ • l' I ~ ~ • r I ~. J 25ω3-ω2 
40(N2+6NF+11)=30(NF+7)(NF-1)4ω;+10(3NZ+18NF+59)12ω; 
4ω;-ω2 
I ~~\~.'r I ~>J ~'r I V'v J36ω;-ω2 




をもつことになる。これは、球形での調和振動子模型での結果と整合しているJIll しかし、 K= 1モード
のみは必ず有限の解をもっ。このことは、ある程度重い2:1二重閉殻核では、 K= 1以外のモードが低いエ
ネルギーに現われることを示唆している。
式(4.4)を NF= 7にたいして解いた結果が図15である。上に述べた通り、 K= 1以外のモードで
低い励起エネルギーをもった解が得られている。























(4W;2 +ωロ)(x'勺8πM ω3 
Sf(31) =h7hM2 (8d+7ω1) (x'勺






1h2(32)(川)Sl (30) =87ri¥4 寸一+寸一 Z 
7r ω3 いJi 
が (645)(H4)Sl(31) =87rM τー+はn 凡i?+寸ω了 Z 
7r ω3ωiω 3 .， _l 
()w(21)('H) Sl(32) =8A4I212+ '14 
7rlV ¥W3-，υ上 Wよ
制 33)=川(土)(0:"4) 87rMω'4 よ
となる。これらのエネルギー和則の値を2:1変形、すなわちωょ=ω3のときに比較をすると、
S~'(30) : Sf'(31) : S~'(32) : Sr(33)ニ 8: 12 : 15 : 20. 

































S2 = n +AM 
_ [23] ... 
を導入した。L.L.で、 Xi，Piは重心の座標、と運動量を表す。この残留相互作用によって、重心の運動
はQというエネルギーまで、押し上げられることになるO すなわち、式(2.47)，(2.49)のRp及び、 κρとして、
r = +1 sectorで
Rp = QII(+) QfI(+) QII(+) X1， P1， (r3Y1(: )1 31 ， 32 ， 33 ， 
κρ 一- χ31， X32l χ33， Sl， S2， 。
r = -lsectorで、
Rp= QII(一) QII(-) Qff(一) Qff(一) X2l X3， P2， P3， (r3同一)1 ， (r3y1¥-)1/ 30 ， 31 ， 32 ， 33 1 
κρ 一- χ3D， χ31， χ32， χ33， S1， Sl， S2， S2， 。? 。
圧縮型双極子演算子(r3Y1J()勺こ関する残留相互作用の強さはOとおいた。このモードの性質を研究す
ることはこの研究の目的ではないが、 (r3Y1K)"，こ関する応答関数がQ~J('こ関する応答関数から、 Q3J( Iこ関
する応答関数へ変換する際に必要となって来る。
また、重心運動は調和振動子模型では自己無撞着性の条件を満たしていれば二重伸延八重極振動とは結










































の励起エネルギー 1hω3の近傍に集中している。(図20参照)それに比して、 K=2モードのムN3hell= 1 
の励起の選択則はムn3= 1， dA =土2である。これにしたがう準位対はその性質にしたがって影響の受け
方が異なっている。例えば、 [6401/2]と[5325/2]はともに僅かにエネルギーを下げ相対的なエネルギー
































χ11 =χ1n =小 Mw~





すなわち、 (2.32)にあらわれるRρ及び、内として、 r= +1 sectorで
Rρ= Q11(+) 31 ， Q11(十)32 ， QII(+) 33 ， X1， P1， QH(+) ア3¥ct' 11 
κ= χ31， χ32， χ33， S1， S2， 。
r = -1sectorで、
Rρ= QII(一)30 ， Qll(一)31 ， Q11(一)30 ， Q11(一)31 ， X2， X3， P2， P3， 。I(十)T3~1Ò ， 。I(+) ア31:ct11 
























































































角速度はそれぞれ、九ωrot=O.3，0.5， 0.7 MeVである。角速度Oでの計算とは異なり、異なる Kの強度
関数で同じエネルギーにあるピークは一つの励起状態が異なる Kの八重極強度を持っていることを示してい
る。角速度が小さい聞は、 K量子数は近似的によい量子数となっており、各々の励起状態は特定のKで特に






















































































































hD.H.O. ==お仲 P~+ p~) +戸山xr+ X~) +必)1 
は次のような生成・消滅演算子を導入することによって、対角化を行なうことが出来る。
Pl == J呼土ぱ+Cl) Xl == (イ£←)
2== イ品川
X3 == ( -i) ぱ-C3) 







Nosc三 np十 nm+n3 
n3 三 (C~サ
A 三 \C~C+ 一心-)
すなわち、全量子数 Nosc、3軸方向の量子数n3及び、軌道角運動量の3軸成分AであるO ここで、 Aは















n3のみに依存しており、 Aだけが異なる準位は (2n3+ 1)重に縮退している。
また、 ωょ及びω3が整数比になるときには、更に縮退する。例えば、 ωょ:ω3=2:1であれば、
Nshell = N3 + 2(n+ + n_) = 2Nosc -n3 (A6) 
が等しい準位はすべて統呈している。
また、これらの量子数を持った状態INoscn3AO)にたいして生成・消滅演算子を作用させた結果は、
c~ INosc町 AO)=ゾ(Nosc+η3+A+ 2)/2INosc + 1η3 A + 1 0)
c~ INoscn3AO) =、/(Nosc+ n3 + A)/2INosc + 1 n3 A -1 0) (A 7) 














的)_崎信州C3+吋2(dele++い-)+ (3f1 + 6f2)c1 







and Hermite con戸gates (A15) 
似)_吋品川2C+-C~ 2C_叫心_-2c~c~c+) 
+ん(-8clふ+8心;C3一442c++442cー)+ (2/3 -4/4)(C~ 一心
+4f4(C142一心12)} 
and Hermite conjugates (A16) 
佑)_吋品川2C++仏叫ιc_叫 ω
+ f4( +8c~c1c3 + 8心1C3+ 4c12c+ + 4c12c_) + (2/3 -4ん)(c~ + c~) 
4f4( c~c12 +心12)} 
and Hermite conjugat白 (A17)
Q~t) = 吋J痔昂雲手{υ仏川fん似的叫川2メ山刈叫(い叫伴C斗U:γ仏h2C弘斗い句十3γ日バ一寸-ctι仏l
and He位rr山ec∞on叩JU略ga“te句s (A18) 
Q仏佑ぽ;包U2)= 刈J喜{ ん(C~2C3+ 仏 + c ; Ch e r ) }
41 
(A19) and Hermite conjugates 
QS)=44{3f3(cL2-12c+)+f件c~3)} 
(A20) and Hermite conjugates 
的)_吋J嘉{り'3(C~2c_ +仏)+ f3( c~ 3 + c~ 3) } 














O(t) = eiHotoe-iHot 
仇(t)=(ーザ£v-ー t)， 






ト 1(t) = (ーザ咋土印“一一ょt)













~(ムE;3K) = L l(iIQ~KIOìI2 
i( tl.E) 
~(ßE; 3K; 1K) =玄 (01似J(1 i) (i 1 Q~ J( 10) 
i( tl.E) 
を計算すると、二重伸延系座標系で、の八重極演算子の部分和則は、
3 I 晶、 35.~ 1'1 ~(3ωょ ;3 土 3) = ~ (3nl + 3n士+2)区内ば
9 I 晶 、 35 舟 A
E(ωょ;3士3)=古川内一 -n~ +n土+2n平)ァb;d。 δ7r
1 I向、105.~ ・ A
E(2ωょ+ω3;3土2)=一(nl+4n3n土+3n土+2n3 + 2) :~: baω加工、 /8¥
，、 1I 品 、 105.~・ A













お(2ω3+ωょ;3土1)=l(n;+4n内 +4n3 + 2n土+2)tbMぺ2'''' v...... V ' ....... '8 
1 I 司 、 21_ ~ ，') ， 
E(2ω3一ωょ;3士1)=二 (-n~ + 4n3n土+n3 + 2)ァ bωω¥ - --v --....} - - - I 2' -" ._. -v -..... v ' ，ろπV <Jム
1 I ... 、21_ ~ ，')， " _ _ ， ， _" 21 内・




~(2ωよい3; 初)=一(叩土 +n内+い一 + n3 + n+ + n_ +吋似ωf9 
8 








9 ， 、 7.~ ，'J 9 ~(ω3 ; 30) =; (3n~ + 3n3 + 1)一時d一一(2n3n++ 2n3n_ + 3n4 + n+ + n_ + 1)ーペω2ろ，-" • . .， . '47r v .， 4 
7 
+;(ni+ni+2い_+ 2n+ + 2n_ +ヤ 2ω3 (A43) 
となり、双極子八重極結合は、
となる。






h edt t = i ( N丸~恥川3h山似れel川
(いn3)N.J..II =土N3hれel/川バ(N，山 11+2幻)(N山 11+4め) lY.hell 24 
(n+) N.hell =土N山 I/(N，山 1+ 2)(N，山 1+ 4) = (n_) N.hell 48 
( n D Ns h t t = 去N川h恥川川d山ω3helれll(N3hel+ 卯 3h山州ωhれelυl
(仏n件刈仙仇1υ弘)ル以川Nh恥μ川，帥山川hd川dlυ「t戸=古N丸hμ川川s“山州川hれelυI(N3hel什川+叫2卯 s山hれe川 =( ι ) N.hell 
(n+n_) N.J..II =土 (N，山 1-2)N3hell(N，山 1+ 2)(N山 1+ 4)
lY.hell 384 




(いη3心)N.J..II =土(N，山 1+ l)(N，山 11+2幻)(N，山 11+3め) lY.hell 24 
(n+) N.J..II =土(N，山 1-l)(N，山 1+ l)(N山 1+ 2)= (n_) N.hell 
内 hell 48 
(A46) 
(ni)N=土(N，山 1I+1)(N，山 1+ 3)(N;hell + 4N3hel/ + 1) (A47) 
N.hell 48 
( n l ) NS M = IjE ( 九hel 一1り)(山N丸h恥川3hel山ωωhれυ川l
(いn+川η一)μN.J..II =土(川N山 1一3め)(仰N山 1一1り)(仰N山 1/+1り)(仰N山 11+3め) lY.hell 384 




(1) =志向+2)(Np +仰 p+ 6)
川=会N川+2)同+4)2 
い+)=TjENF(NF+2)2川 +6)= (n_) 
(付n必ゆ5)ト〉ト 4志iお5N吟州Fバ(川Np+叫叫2幻)川+什叫4め)(仰却叫;わい+刊13則 N吟p+附 件
(叫η4ω1υ)ト=古N吟州Fバ(川Np+は叫2幻)川 +刊叫4め)附 + 釧叫p+刊州4め)= (n と) 
(いー)=古川-2)Np(Np +仰 p+ 2)同+4) 




料)=古川-1)(Np +川+3)何十5)= (n_) 
(付ndゆ;)ト=志志川Np+刊1り仰)(川N昨p+什叫3め)(川N仲恥F什+吋叫州5め馴卵)(仰2却叫Ntいμ+打7叫Np+刊叫1り) 凶
(叫η4刈iυ)ド=お川一仰p+仰 "p+ 2)川+3)川+5) = (n~) 
(いー)=古川一仰F一仰F+ 1)川+3)川+5) 





E(6ω3;3土3)= 7(峠 +6NF + 11)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ユ2
512π 
， ./31.6 
E(2ω2; 3土3)= 21(3ヰ+18NF + 59)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ユユ
512π 
， ./31.6 




E(ω3;3土2)= 7(NF + 7)(NF一 1)(NF+5)(NF+3)(NF+1)412
5121(" 
131.6 
E(6ω3;3土1)= 7(3Nj. + 18NF + 59)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)と己Q_ (A50) 2560π 
， .131.6 
E(4ω3;3土1)= 7(Nj. + 6NF + 13)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ニピL1024π 
， .131.6 
E(2ω3;3土1)= 7(11Nj. + 66NF -37)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ニピL2560π 
， ./31.6 
E(5ω3; 30) = 21(Nj. + 6NF + 17)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ニピL10241(" 
， ./31.6 
E(3ω3; 30) = 7(3Nj. + 18NF + 23)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ニピL10241(" 
， ./31.6 




， ./3 L6 
ム=川+叫+日)(吟+5)(吟 +3)(吟+1)山χ33 ¥ -I' -- -'- - - / ¥ - -' -/ ¥ - -' - / ¥ - -' • - / 128π 
， ./31.6 
土=川+叫+則的+5)(仲 +3)(吟 +1)22X32 ¥-r . -/¥... -/¥-... -/¥-.... -/128π 
， ./31.6 
土 =7(Nt + 6NF + 11)(NF + 5)(NF + 3)(NF + 1)ユコχ31 '.L' . /，... /，... -/，... / 1281(" 
， .l31.6 









? ? ? ?? ??1.. t 4 、










? = l_~ームム31 窃ωa+ 2"0ωb+ ~ωC /I( +) 
16".¥ /ハ(+)¥ -'5ωh-'5ωt十 τω'j¥ I ~:n' ¥ 
I fハ(+)I 
zωh-'5ωi I I ~33' I 
占ωh+占ωt+2ω.ノ ¥r2X2 J 
~L. ~3 ，" I~ 4.. ¥ /ハ(+)¥ 
-'5ωe -'5ωF十 gω9¥ I ~31' ¥ 
I fハ(+)I 
gωe-'5ωf I I ~33' I 





_1ωρ 十 LωF4...e I 4.. J 
3 I 1 
Zωe -r 4'ωf 










12， .1 μ)c =μJ 仏J1 ..3 12， .1ωbこいJ1ω2
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α= (F) (C3) 
という関係を満たさなければならないが、ここでoはH'も含めた全ハミルトニアンの解での期待値を意味
し、この全ハミルトニアンの密度分布はこのαという回転によって変化した密度分布
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Hωrol Iωrot) = E，ωrof Iωrot) (C10) 
これらの量は、 ー粒子Routhian及びその固有値の和として書くことが出来る。
occ 
ιrof = Lhωrof (i) =三ン(i)-jx(i)
occ (C11) 
ι問 1= L { e~rot ( i)} 
ただし、 e、hは次の方程式

















ところが、この補正項hint(ωrot)=κ(ωrotl' F Iωrot)' Fを加えると、 h(ωrot)'= h -nωro山+
hint(ωrot)にたいして、






























































1. P. J. Twin et al， Phys. Rev. Lett. 57， (1986)， 811. 
2. P. J. Nolan and P. J. Twin Ann. Rev. Nucl. Part. Sci. 38 (1988)， 533. 
3. P. J. Twin， Proc. Int. Conf on "Nuclear Structure in the Nineties"， Oak Ridge， 
1990 (to be published). 
4. 1. Ragnarsson and S. Aberg， Phys. Lett. B 180(1986)， 191. 
5. J. Dudek， B.Herskind， W. Nazarewicz， Z.Szymanski and T. R. Werner， Phys. Rev. 
C38(1988)， 940. 
6. W. Nazarewicz， R.Wyss and A. Johnson， Nucl. Phys. A503(1989)， 285. 
7. Y. R. Shimizu， E.Vigezzi and R. A. Broglia， Nucl. Phys. A509(1990)， 80
8. M. A. Bentley et.al.， Phys. Rev. Lett. 59(1987)，2141 
9. S.λberg， Proc. Int. Conf on "Nuclear Structure in the NinetiesぺOakRidge， 1990 
(to be p山 lished). 
10. C. G. Andersson， S.E. Larsson， P.Mるler，S. G. Nilsson， 1. Ragnarsson， S.λberg， 
R. Bengtsson， J.Dudek， B.Nerlo-Pomorska， K. Pomorski and Z. Szymanski， Nucl. 
Phys. A268(1976)， 205. 
11. A. Bohr and B. R. Mottelson， Nuclear Struct 
12. S. Kinouchi， Ph. D. Thesis， Univ. of Tsukuba， 1988. 
13. V. M. Strutinsky， Nucl. Phys. A95(1967)，420; Nucl. Phys. A122(1968)1. 
14. M. Bra 
Rev. Mod. Phys. 44 (72)， 320 
15. P. Ring and P. Schuck， The Nuclear Many-Body Problem， Springer-Verlag， 1980. 
16. K. N eergaa叫 V.V.Pωhkevich and S. Frauendorf， Nucl. Phys. A262(1976)， 61.
17. K. Neergaard and P. Vogel， Nucl. Phys. A145(1970)， 33. 
18. T. Kishimoto et al， Phys. Rev. Lett. 29(1972)， 442. 
55 
19. T. Suzuki and D. J. Rowe， Nucl. Phys. A289(1977)， 461. 
20. H. Sakamoto and T. Kishimoto， Nucl. Phys. A501(1989)，205. 
21. T. Be時 tssonand I. Ragnarsson Nucl. Phys. A436 (85)， 14. 
22. R. Bengtsson， Y.-S. Chen， J.-Y. Zha時 andS. Aberg Nucl. Phys. A405 (83)， 221. 
23. J. L. Egido and H. A. Weidenmuller， Phys. Rev C 39， 2398(1989). 
24. D. M. Cullen et al， Phys. Rev. Lett. 65 (1990)， 1547. 
25. K. Zuber et al， Proc. Int. Conf. on "Nuclear Structure in the NinetiesぺOakRidge， 
1990 (to be published). 




角速度で単位はやはり九ωoである。実線は (signature parity)=( -i， +)、破線は (i，+)、点
線は(-i，-)、一般競泉は (i，一)のー粒子状態状態を示している。 変形度は80sc= 0.56であるO
図で示されている152Dyの存在する領域で準位交差がおきている。
図 2.Nilsson模型から計算した陽子の単一粒子Routhian。縦軸はエネルギーで単位は九ωo、横軸は角
速度で単位はやはり九ωoである。実線は (signature parity)=(ー し+)、破線は (i，+)、点線
は(-i，一)、一般織は(i，-)のー粒子状態状態を示してしゅ。新3度は80sc= 0.56である。図
で示されている 152Dyの存在する傍或で準位交差がおきている。
図 3.Nilsson模型の速度依存性の効果を補正した中性子の単一粒子 Routhian。 縦軸はエネルギーで
単位はたωo、横軸は角速度で単位はやはり hωoで、ある。実線は (signature parity)=( -i， +)、
破線は (i，+)、 点線は (-i，-)、一点鎖線はい?一)のー粒子状態状態を示している。 変形度は
80sc = 0.56。準位交差は、超変形回転バンドの存在領域の外になっている。
図 4.Nilsson模型の速度依存性の効果を補正した陽子の単一粒子Routhian。縦軸はエネルギーで単位は


























図 13.Nilsson模型の速度依存性の効果を補正した中性子の単一粒子 Routhian。 縦軸はエネルギーで
単位は九ωo、横軸は角速度で単位はやはり九ωoで‘ある。実線は (signature parity)=(ー し+)、
破線は (i，+)、 点線は (-i，一)、一点鎖線はい?一)の一粒子状態状態を示している。 変形度は
80sc = 0.44で水銀領域に対応する。
図 14.Nilsson模型の速度依存性の効果を補正した陽子の単一粒子 Routhian。 縦軸はエネルギーで単
位は九ωo、横軸は角速度で単位はやはり九ωoである。実線は (signa川 re parity)=(-i，+)、
破線は (i，+)、 点線は (-i，-)、一点鎖線は(i，一)のー粒子状態状態を示している。 変形度は
80sc = 0.440 
















n3 A nである。 中性子数86、陽子数66が魔法数となっている。矢印はK=Oの八重極励起の選
択員IJに漸近的量子数がしたがう粒子宮崎起。
図21.回転系での二重伸延八重極強関鶏数。角速度九ωrot= 0.7MeVでの計算である。変形度及びGαmmα
は図 16と同じである。各々のKについて、 実線は signeturer二一1の強度を、破線は r= +1 
の搬をあらわす。ただし、 K=Oについては r=-1の状態しか純しない。単位は、柳川
である。



























r=-lのモードで、下段は r=+lのモードである。 !{=Oモードは r=+lの状態を持たないので、
下段の祉の部分は何も描かれていない。単位は、時である。梯由は鵬エネルギーで、単位はMeV
である。 角速度0.3MeVの場合。変形度はbosc=0.60。
図 31.回転する調和振動子模型の上に形成される回転系での二重伸延八重極強度関数。 上段は signature
r==-lのモードで、下段は r=+lのモードである。 K=Oモードは r=十1の状態を持たないので、
下段の祉の部分は何も描かれていなし¥0 単位は、時である。梯由は励起エネルギーで、単位はMeV
である。 角速度O.5MeVの場合。変形度はんsc=O.60。
図 32 回転する調和振動子模型の上に形成される回転系での二重伸延八重極強度関数。 上段は signature
r=-lのモードで、下段は r=+lのモードである。 K=Oモードは r=+lの状態を持たないので、
下段の左上の部分は何も掛亙れていない。単位は、時である。悌自は励起エネルギーで、単位はMeV
である。角速度0.7MeVの場合。変形度はbosc=O.60。
図 33.回転する調和振動子模型の上に形成される 1-軸量子化された八重極強度関数。 signaturer = -1 
のモードのみ描かれている。 エネルギーのシフトはしていないのであくまで回転系での強度関数であ
る。 角速度O.5MeVの場合。変形度はんsc=0.600 単位は、Weisskopfの単位である。









以下の解が求められている。上段がsignature r = -1のモードで、下段がr= +1のモードであ
る。 角速度O.3MeV、変形度dosc=O.56での計算。 支持自関ギャップは陽子、中性子とも Oである O
単位は、 bgである。
図 37.152Dyの超変形回転バンドの上に形成される回転系でのき雌儲脆似二重伸延八重極強度度徴。 3MeV
以下の解が求められている。上段がsignaturer = -1のモードで、下段がr= +1のモードであ
る。 角速度O.5MeV、変形度dosc=O.56での計算。 対相関ギャップは陽子、中性子とも OであるO
単位は、biである。
図 38.152Dyの超変形回転バンドの上に形成される回転系での古雌儲随似二重伸延八重極強度諜徴。 3MeV
以下の解が求められている。上段がsignature r = -1のモードで、下段がr= +1のモードであ
る。 角速度O.7MeV、変形度dosc=O.56での計算。対相関ギャップは陽子、中性子とも Oである。
単位は、時である。
図 39.192Hgの有限角速度での図版での電気的八重極強度関数。すなわち、 l(nlt(1-r;ωば 10)12
を描いたものである。 左側がsignaturer = +1のモードであり、右側がsignature r = -1の
モードである。 角速度はO.05MeV、変形度dosc=0.44である。 対相関ギャップは中性子iこ対して
はO.880MeV、陽子に対しては O.863MeVである。 八重極強度の単位は、 Weisskopfの単位で
ある。
図 40.192Hgの有限角速度での回転系での電気的八重極強度関数。左側がsignaturer = + 1のモー ドで
あり、右側がsignaturer = -1のモードである。 角速度は 0.10MeV、変形度dosc=0.44であ
る。対相関ギャップは中性子に対しては 0.857MeV、陽子に対してはO.852MeVである。八重極
強度の単位は、 Weisskopfの単位であるO
図 41.192Hgの有限角速度での回転系での電気的八重極強度関数。左側がsignaturer = + 1のモードで




図42.192Hgの有限角速度での回転系での電気的八重極強度関数。左側がsignaturer = + 1のモードで
あり、右側がsignaturer = -1のモードである。 角速度は 0.20MeV、変形度bosc=0.44であ
る。対相関ギャップは中性子に対しては0.743MeV、陽子に対しては0.799MeVである。八重極
強度の単位は、 Weisskopfの単位である。
図 43.192Hgの有限角速度での回転系での電気的八重極強度関数。左側がsignaturer = + 1のモードで








すべての和である。左側がsignaturer = + 1のモードであり、右側がsignaturer = -1のモー
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RPA strength function 




































Energy weighted RPA strength function 






























Unperturbed strength function 
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Neutron shell structure 
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RPA strength function in rotating system 
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RPA strength function in lablatory frame 
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Octupole strength evaluated in intrinsic frame 
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